
　大阪ガス（株） エネルギー・文化研究所では「住まい・生活」に関して生

活者が抱える問題、期待する姿・方向、そのギャップを埋める解決策、今後

のあり方などを分析・研究するため、平成17年から「これからの住まいと

ライフスタイルに関する生活意識調査」を実施してきました。そして、今

年初めに四回目の調査を行いました。 

　その平成20年調査の概要並びにトピックスについての結果を簡単に紹

介します。詳細な分析結果については、今後、季刊誌「ＣＥＬ」誌上やホー

ムページなどで報告していく予定です（ご協力いただいた回答者の皆さま、

誠にありがとうございました。この場を借りてお礼申し上げます）。 

     

調
査
の
概
要

①
調
査
地
域 :  

全
国

②
調
査
対
象 :  

満
二
一
歳
〜
七
二
歳
の
男
女

③
標
本
数 :  

一
一
三
八
人
（
内
回
収
数:

九
六
四
人
、
性
別:

女
性
五
五
・
七
％
、
男
性
四
四
・
三
％
）

④
抽
出
方
法 :  

層
化
二
段
無
作
為
抽
出
法

⑤
調
査
方
法 :  

留
置
記
入
依
頼
法
（
パ
ネ
ル
調
査
）

⑥
調
査
時
期 :  

平
成
二
〇
年
一
月
一
八
日
〜
二
月
一
二
日

　 

調
査
ト
ピ
ッ
ク
ス

少
子
高
齢
時
代
の
家
事
・
介
護

 

①
家
事
の
負
担
感 : 

性
別
、
年
代
別
で
負
担
感

に
違
い
。
三
〇
〜
四
〇
代
女
性
に
強
い
家
事

負
担
感
（
図
１
） 

　
家
事
を
「
と
て
も
負
担
に
感
じ
る
」、
ま
た
は
「
少

し
負
担
に
感
じ
る
」
割
合
は
、
炊
事
・
掃
除
が
そ
れ
ぞ

れ
約
三
八
％
、
洗
濯
は
約
二
九
％
、
日
常
の
買
い
物
は

約
二
三
％
で
し
た
。
性
別
・
年
代
別
の
結
果
を
見
る
と
、

炊
事
に
つ
い
て
は
三
〇
代
と
四
〇
代
の
女
性
の
負
担

感
が
特
に
強
く
、「
と
て
も
負
担
に
感
じ
る
」、
ま
た
は

「
少
し
負
担
に
感
じ
る
」
方
の
割
合
は
、
と
も
に
五
〇

％
を
超
え
て
い
ま
す
。
掃
除
に
つ
い
て
は
四
〇
代
と

五
〇
代
の
女
性
の
負
担
感
が
四
七
〜
四
八
％
と
強
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
男
性
は
総
じ
て
女
性
よ
り
も
負
担
感
は
軽
い
も
の

の
、
炊
事
・
掃
除
・
洗
濯
に
つ
い
て
は
「
と
て
も
負
担

を
感
じ
る
」、
ま
た
は
「
少
し
負
担
を
感
じ
る
」
方
の

割
合
は
、
四
〇
代
〜
六
〇
代
で
三
〇
〜
四
〇
％
と
な

「
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る

　
　
　
　
　
生
活
意
識
調
査
（
平
成
二
〇
年
）」
を
実
施
し
ま
し
た
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　大

活者

のあ

ライ

年初

　そ

介し

ムペ

誠に

感
（

） 

　
家
事
を
「
と
て
も
負
担
に
感
じ
る
」、
ま
た
は
「
少

し
負
担
に
感
じ
る
」
割
合
は
、
炊
事
・
掃
除
が
そ
れ
ぞ

を
感
じ
る
」、
ま
た
は
「
少
し
負
担
を
感
じ
る
」
方
の

割
合
は
、
四
〇
代
〜
六
〇
代
で
三
〇
〜
四
〇
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

②
家
事
の
外
部
サ
ー
ビ
ス : 

ニ
ー
ズ
の
顕
在
化

は
一
部
。
利
用
に
対
す
る
精
神
的
な
抵
抗
感

が
存
在 

　
家
事
の
外
部
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
、
ま
た

は
今
後
利
用
を
検
討
し
た
い
方
の
割
合
は
、
全
体
で

一
八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
す
る
た
め
の
条
件

と
し
て
、「
費
用
が
安
け
れ
ば
、
も
し
く
は
家
計
に
余

裕
が
出
て
く
れ
ば
」
が
七
六
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
、

「
満
足
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
で
あ
れ
ば
」
が
五
四
％
、

「
家
族
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
家
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
保

た
れ
る
な
ら
」
が
三
九
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
逆
に
、
利
用
を
た
め
ら
う
理
由
と
し
て
は
、「
現
状

で
充
分
だ
か
ら
」
が
六
七
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
費

用
が
か
か
る
か
ら
」
が
四
八
％
、「
第
三
者
が
家
の
中

に
入
る
の
は
抵
抗
感
が
あ
る
か
ら
」
が
三
七
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、「
屋

外
の
掃
除
を
し
て
も
ら
う
」
が
二
九
％
で
最
も
多
く
、

次
い
で
「
室
内
の
掃
除
を
し
て
も
ら
う
」
が
二
六
％
、

「
食
材
を
家
に
届
け
て
も
ら
う
」
が
一
八
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

③
介
護
サ
ー
ビ
ス : 

介
護
レ
ベ
ル
が
軽
度
の
場

合
の
ニ
ー
ズ
に
男
女
差
が
存
在
す
る 

　
将
来
、
自
分
が
介
護
さ
れ
る
立
場
に
な
っ
た
場
合
、

誰
に
介
護
を
し
て
も
ら
い
た
い
か
に
つ
い
て
、
年
代

別
に
う
か
が
い
ま
し
た
。
介
護
レ
ベ
ル
が
「
軽
度
」（
要

介
護
度
一
、
二
程
度
）
の
場
合
、
男
性
は
六
四
〜
八
一

％
が
配
偶
者
に
介
護
を
し
て
ほ
し
い
と
す
る
の
に
対

し
、
女
性
は
配
偶
者
を
望
む
割
合
が
低
く
、
四
三
〜
五

七
％
で
し
た
。
女
性
は
、
娘
あ
る
い
は
息
子
と
い
っ
た

血
の
つ
な
が
っ
た
親
族
に
世
話
に
な
り
た
い
と
す
る

割
合
が
男
性
に
比
し
、
ず
っ
と
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
六
〇
代
以
上
で
は
男
性
は
八
一
％
が
配
偶

者
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
女
性
は
四
三
％
と
、
男
女

間
で
特
に
大
き
な
差
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
、「
重
度
」
と
な
る
と
、
男
性
、
女
性
と
も
に
専

門
の
介
護
ス
タ
ッ
フ
と
す
る
割
合
が
高
く
な
り
、
介

護
す
る
こ
と
に
よ
る
負
担
の
大
き
さ
を
認
識
し
た
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

④
生
活
満
足
度 : 

引
き
続
き
改
善
傾
向
が
確
認

で
き
る 

　
初
回
か
ら
継
続
調
査
し
て
い
る
生
活
満
足
度
は
、

去
年
に
引
き
続
き
改
善
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。「
非

常
に
満
足
」
と
の
回
答
が
、
平
成
一
七
年
は
一
・
六
％
、

一
九
年
は
三
・
五
％
、
今
回
（
二
〇
年
）
は
四
・
六
％

と
な
り
ま
し
た
。「
満
足
」
と
の
答
え
も
、
同
じ
く
、
一

四
％
、
二
一
％
、
二
八
％
と
上
昇
し
て
い
ま
す
。
そ
の

分
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
」
が
四
三
％
、
四
二

％
、
三
七
％
と
減
少
し
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
満
」

が
若
干
増
え
た
も
の
の
、「
不
満
」、｢

非
常
に
不
満｣

は
、

漸
減
あ
る
い
は
横
ば
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
の
暮
ら
し
像

　
漠
然
と
し
た
将
来
で
は
な
く
、
二
〇
二
〇
年
と
い

う
具
体
的
な
時
期
を
示
し
、
質
問
し
ま
し
た
。

①
将
来
の
生
活
へ
の
不
安 : 

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
社

会
的
事
項
に
も
大
き
な
関
心
（
次
ペ
ー
ジ
図
２
） 

　
ま
ず
、「
あ
な
た
は
二
〇
二
〇
年
の
暮
ら
し
で
何
が

心
配
で
す
か
」
と
訊
ね
て
み
ま
し
た
。「
心
配
で
あ
る
」、

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
心
配
で
あ
る
」
と
回
答
し
た
合

計
（
％
）
で
見
る
と
、
八
〇
％
を
超
え
た
の
が
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
」
と
「
家
族
の
病
気
や
高
齢
化
に

よ
る
介
護
」
で
し
た
。
七
〇
％
台
が
「
自
分
自
身
の
肉

体
的
な
健
康
」
と
「
生
活
を
支
え
る
収
入
源
」、
そ
し
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て
六
〇
％
台
に
は
「
食
料
の
確
保
困
難
化
や
価
格
の

高
騰
」
と
「
自
分
自
身
の
高
齢
化
に
よ
る
自
立
困
難
化
」

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
の
確
保
・
価
格
高
騰
へ
の
懸

念
が
こ
れ
ほ
ど
大
き
い
こ
と
は
、
注
目
に
値
し
ま
す
。

②
将
来
の
生
活
へ
の
期
待 : 

人
と
の
交
流
に
期

待
が
大
き
い
（
図
３
） 

　
次
に
、「
あ
な
た
は
二
〇
二
〇
年
の
暮
ら
し
で
何
が

楽
し
み
で
す
か
」
と
期
待
し
て
い
る
こ
と
を
訊
ね
ま

し
た
。「
楽
し
み
で
あ
る
」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
楽

し
み
で
あ
る
」
の
合
計
（
％
）

で
概
観
す
る
と
、
七
〇
％
を

超
え
た
回
答
は
、
多
い
順
に

「
子
供
・
孫
な
ど
の
成
長
を

見
る
」、「
家
族
・
仲
間
な
ど

人
と
の
交
流
を
大
切
に
す
る
」、

「
行
き
た
い
と
こ
ろ
へ
旅
行

す
る
」
で
し
た
。
六
〇
％
台

は
な
く
、
五
〇
％
台
の
回
答

に
「
調
理
や
美
味
し
い
食
事

を
す
る
」、「
趣
味
や
勉
強
を

充
実
さ
せ
る
」、「
今
よ
り
自

由
で
、
余
暇
が
十
分
あ
る
」

が
挙
げ
ら
れ
、「
芸
術
や
芸

能
な
ど
文
化
に
触
れ
る
」、「
身

近
な
ま
ち
歩
き
や
サ
イ
ク
リ

ン
グ
を
す
る
」
が
五
〇
％
未

満
で
続
い
て
い
ま
す
。

③
将
来
の
暮
ら
し
方 : 

簡

素
な
暮
ら
し
と
便
利

な
暮
ら
し
の
両
立
？ 

　
さ
ら
に
「
あ
な
た
は
二
〇

二
〇
年
に
ど
の
よ
う
な
暮

ら
し
を
し
て
い
た
い
で
す
か
」

と
、
個
々
の
心
配
や
楽
し
み

と
は
別
な
見
方
で
、
生
活
の

全
体
イ
メ
ー
ジ
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　
最
も
高
い
支
持
を
得
た
の
は
「
健
康
第
一
」
で
九
〇

％
。
次
い
で
「
自
然
や
地
球
環
境
重
視
」
が
七
一
％
で
、

「
便
利
・
快
適
」、「
今
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
」、「
趣

味
・
娯
楽
」、「
簡
素
・
謙
虚
」
が
六
〇
％
台
で
続
い
て

い
ま
す
。「
健
康
」
は
誰
に
と
っ
て
も
共
通
の
願
い
で

あ
る
こ
と
か
ら
別
格
と
し
て
、「
自
然
環
境
を
大
切
に

し
な
が
ら
簡
素
・
謙
虚
に
暮
ら
し
た
い
」
と
い
う
希
望

が
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
「
便
利
で
快
適
な
暮

ら
し
も
欲
し
い
」
と
い
う
方
向
性
が
違
う
願
望
を
求

め
る
生
活
者
像
が
描
け
ま
す
。

④
二
〇
二
〇
年
の
家
計 : 

お
金
は
住
ま
い
や
娯

楽
に
使
い
た
い 

　
二
〇
二
〇
年
に
出
費
を
増
や
し
た
い
・
抑
え
た
い

支
出
項
目
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。
増
加
志
向

が
抑
制
志
向
を
二
〇
％
以
上
上
回
り
、
生
活
者
の
ニ

ー
ズ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
支
出
項
目
は
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
、
旅
行
・
レ
ジ
ャ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
、

貯
蓄
で
し
た
。
旅
行
・
レ
ジ
ャ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
、

貯
蓄
お
よ
び
家
電
製
品
で
は
、
男
女
別
・
年
代
別
（
一

〇
代
刻
み
）
に
見
て
も
、
各
層
で
増
加
志
向
が
上
回
り

ま
し
た
。
逆
に
抑
制
志
向
が
増
加
志
向
を
二
〇
％
以

上
上
回
っ
た
の
は
、
貴
金
属
・
時
計
、
外
食
費
で
し
た
。

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
被
服
が
男
女
別
・
年
代
別
に
見
て

も
各
層
で
抑
制
志
向
が
上
回
り
ま
し
た
。

　
男
女
差
で
回
答
が
や
や
対
照
的
な
結
果
と
な
っ
た

の
が
食
費
（
外
食
費
を
除
く
）
と
交
際
費
で
、
全
体
で

は
そ
れ
ぞ
れ
抑
制
が
増
加
を
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、

食
費
は
二
〇
代
・
五
〇
代
・
六
〇
代
の
男
性
と
六
〇
代

の
女
性
で
は
増
加
が
抑
制
を
上
回
り
、
交
際
費
は
三

〇
代
の
男
性
と
二
〇
代
・
四
〇
代
・
五
〇
代
の
女
性
で
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5.02.35.0

0% 20% 40% 60% 80%

11.5 8.0
2.5
0.347.8 29.9

24.6 8.0 30.6 2.417.9 16.5

22.4 13.3 14.7 1.222.6 25.7

22.7 13.5 32.4 2.015.5 14.0

20.9 6.3 4.6 1.029.7 37.6

12.9 3.0

1.9
0.943.3 38.1

13.3
1.7
0.342.2 37.6

20.6 9.0
3.9
0.332.7 33.4

12.644.9 33.3

生活を支える収入源
（給与・年金・資産など）

就職、転職がうまくゆかず
失職する可能性

家賃・割賦金の支払い

食料の確保困難化や
価格の高騰

エネルギー価格の高騰

自分自身の肉体的な健康

自分自身の高齢化による
自立困難化

住宅の取得、維持管理

0.3
0.3

0.5

0.2

0.3

0.6
0.4

1.1
0.5

0.4
0.6

11.5 8.0
2.5
0.347.8 29.9

24.6 8.0 30.6 2.417.9 16.5

22.4 13.3 14.7 1.222.6 25.7

22.7 13.5 32.4 2.015.5 14.0

20.9 6.3 4.6 1.029.7 37.6

12.9 3.0

1.9
0.943.3 38.1

13.3
1.7
0.342.2 37.6

20.6 9.0
3.9
0.332.7 33.4

家族の病気や高齢化による
介護など

12.6 3.8
2.1
0.30.344.9 36.3

100%

どちらかといえば心配である

どちらともいえない

心配ではない（あてはまらない） 無回答

心配である

どちらかといえば心配ではない

総数（n＝964）

将来の生活への不安図2
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16.6 41.4 32.8

32.7 36.8 5.3
1.2

3.2

5.3
0.7

3.2

41.0 34.1 16.4 6.2
0.8

1.5

27.7 46.0 23.3 1.9
0.9

0.2

7.8 27.6 52.3 7.1
0.9

4.4

17.7 39.1 33.7 5.1
0.8

3.5

14.6 35.3 37.3 7.2
0.9

4.7

12.1 32.2 40.8 8.5
0.9

5.5

12.7 35.3 36.0 8.8
0.8

6.4

29.9 42.2 21.8 3.7
0.7

1.7

9.3

5.6

9.2

9.0

3.8
2.1
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と
、
個
々
の
心
配
や
楽
し
み

と
は
別
な
見
方
で
、
生
活
の

の
女
性
で
は
増
加
が
抑
制
を
上
回
り
、
交
際
費
は
三

〇
代
の
男
性
と
二
〇
代
・
四
〇
代
・
五
〇
代
の
女
性
で

増
加
が
抑
制
を
上
回
り
ま
し
た
。

⑤
二
〇
二
〇
年
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル : 

求
め
る

姿
は
多
様 

　
二
〇
二
〇
年
に
期
待
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
現

在
の
姿
を
両
方
答
え
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
肯
定
的

な
回
答
が
現
在
よ
り
も
大
き
く
増
加
し
た
の
は
、｢

配

偶
者
と
二
人
で
過
ご
す
時
間
を
大
事
に
す
る｣

で
、
現

在
は
四
〇
％
の｢

そ
う
思
う｣
の
回
答
が
、
二
〇
二
〇

年
の
予
想
で
は
六
一
％
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　
他
に
二
〇
二
〇
年
で
の
肯
定
的
評
価
が
現
在
よ
り

も
多
か
っ
た
の
は
、「
自
分
ひ
と
り
の
時
間
を
大
事
に

す
る
」（
現
在 : 

四
六
％
↓
二
〇
二
〇
年 : 
五
四
％
）、

「
普
及
品
よ
り
二
割
以
上
高
く
て
も
環
境
に
配
慮
し
た

製
品
を
取
り
入
れ
る
」（
二
〇
％
↓
三
二
％
）、「
利
便

性
・
快
適
性
を
求
め
る
よ
り
も
地
球
環
境
に
配
慮
し

た
生
活
を
営
む
」（
二
六
％
↓
四
二
％
）
な
ど
で
し
た
。

⑥
食
生
活 : 

安
全
・
安
心
、
環
境
配
慮
な
ど
に
関

心
が
高
く
な
る 

　
二
〇
二
〇
年
の
自
身
の
食
生
活
に
つ
い
て
の
意
向

を
訊
ね
ま
し
た
。「
現
在
よ
り
食
の
安
全
・
安
心
を
重

視
す
る
か
」
と
い
う
設
問
に
対
し
、「
そ
う
思
う
」、「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
」
と
の
回
答
が
合
わ
せ

て
七
二
％
、「
そ
う
思
わ
な
い
」
が
四
・
五
％
で
し
た
。

ま
た
「
現
在
よ
り
環
境
に
や
さ
し
い
食
生
活
を
実
践

し
て
い
る
」
に
関
し
て
も
、
同
様
に
六
三
％
対
五
・
一

％
と
な
っ
て
お
り
、
環
境
に
や
さ
し
い
食
生
活
の
志

向
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
二
〇
二
〇
年
の
家
庭
の
「
食
費
（
外
食
費
を
含
む
全

体
）」
に
関
し
て
は
、
減
ら
し
た
い
方
が
二
〇
代
男
女
、

三
〇
代
男
性
を
除
く
各
世
代
で
五
割
以
上
あ
り
ま
す
。

食
費
を
減
ら
し
た
い
理
由
は
、「
現
在
の
食
費
が
多
い

と
思
う
か
ら
」
が
五
二
％
、「
収
入
が
減
る
か
ら
」
も

同
じ
く
五
二
％
も
あ
り
ま
し
た
。
五
〇
代
以
降
で
は
、

そ
の
理
由
と
し
て
男
女
と
も
に
収
入
が
減
る
か
ら
と

い
う
回
答
が
多
く
、
男
性
で
約
七
割
、
女
性
で
六
割
以

上
あ
り
ま
し
た
。

※
文
中
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
数
値
は
、
一
部
を
除
い
て
小
数

点
第
一
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。
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5.02.3

11.5 8.0
2.5
0.347.8 29.9

24.6 8.0 30.6 2.417.9 16.5

22.4 13.3 14.7 1.222.6 25.7

22.7 13.5 32.4 2.015.5 14.0

20.9 6.3 4.6 1.029.7 37.6

12.9 3.0

1.9
0.943.3 38.1

13.3
1.7
0.342.2 37.6

20.6 9.0
3.9
0.332.7 33.4

12.644.9 33.3

（給

就職

家

エ

自分

自分

住

0.3
0.3

0.5

0.2

0.3

0.6
0.4

1.1
0.5

0.4
0.6

家族の 3.8
2.1
0.3

今より自由で
余暇が十分ある

調理や美味しい
食事をする

子供・孫など家族の
成長を見る

家族・仲間など人との
交流を大切にする

地域や社会のための
活動に参加する

趣味や勉強を
充実させる

芸術や芸能など
文化に触れる

スポーツなどで
体を動かす

身近なまち歩きや
サイクリングをする

行きたいところへ
旅行する

20.7

16.6 41.4 32.8

32.7 36.8 5.3
1.2

3.2

5.3
0.7

3.2

41.0 34.1 16.4 6.2
0.8

1.5

27.7 46.0 23.3 1.9
0.9

0.2

7.8 27.6 52.3 7.1
0.9

4.4

17.7 39.1 33.7 5.1
0.8

3.5

14.6 35.3 37.3 7.2
0.9

4.7

12.1 32.2 40.8 8.5
0.9

5.5

12.7 35.3 36.0 8.8
0.8

6.4

29.9 42.2 21.8 3.7
0.7

1.7

20.7

16.6 41.4 32.8

32.7 36.8 5.3
1.2

3.2

5.3
0.7

3.2

41.0 34.1 16.4 6.2
0.8

1.5

27.7 46.0 23.3 1.9
0.9

0.2

7.8 27.6 52.3 7.1
0.9

4.4

17.7 39.1 33.7 5.1
0.8

3.5

14.6 35.3 37.3 7.2
0.9

4.7

12.1 32.2 40.8 8.5
0.9

5.5

12.7 35.3 36.0 8.8
0.8

6.4

29.9 42.2 21.8 3.7
0.7

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どちらかといえば楽しみである

どちらともいえない

楽しみではない（あてはまらない） 無回答

楽しみである

どちらかといえば楽しみではない

総数（n＝964）

将来の生活への期待図3
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都市のストック再生

「火」の創造力

「木」がひらく未来

ロングライフ

大阪のコスモロジー

エネルギー選択の時代とは

エコ・トラフィック・デザイン

スローライフ

“創造都市”の時代へ

分散型エネルギー

循環型都市への視座

生活者再考

都市と景観

｢今、CELが問う｣4　エネルギー

パブリックスペースのたのしみ

生活者ができる地球温暖化防止

現代生活者の住まい･生活観2007
　－持続可能性と生活満足

食育の時代と家庭の食卓

まちづくりと地域ブランド

多様なエネルギーで豊かな暮らし

生活者の格差論

新しい居住スタイル

都市のオルタナティブ・ツーリズム

現代生活者の住まい・生活観（2）

現代生活者の住まい・生活観（1）

都市のソーシャル・キャピタル

「火」のある暮らしの現在

「水」で蘇る都市

ナンバー 特集タイトル 発行年月 ナンバー 特集タイトル 発行年月

本誌・バックナンバーをご希望の方は左記編集室までお問い合わせください。

本誌・バックナンバーのコ
ンテンツについてはホー
ムページにてご覧いただ
けます。
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